第12回全国登山者自然保護集会　実施要綱

　　　　　―登山と山岳自然とのよりよい共存と共生を―　　　　　第一次案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　主催　日本勤労者山岳連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  主管　京都府勤労者山岳連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　協力　近畿各府県連盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     後援　京都府市等に申入れの予定

第12回全国登山者自然保護集会を京都で開催いたします。
今回の全国登山者自然保護集会は、山岳自然と登山とのより豊かな共存と共生をはかるための「労山自然保護憲章」策定をめざす取り組みの一環です。

今回の自然保護集会では、その基本となる内容の提起と議論とともに、全国各地の登山者の山岳自然を守る運動を交流したいと考えています。
日時　2003年10月11日～12日（12日午後～13日はオプションツアー）

会場　京都タワーホテル（京都駅前）

～プログラム～

11日(土)

12：00　受付開始

　12：30　主催団体代表　あいさつ　　全国連盟　　
　　　　　主管団体代表　あいさつ　　京都府連盟　

　12：45　基調報告　「労山自然保護憲章基本構想について」　
　13：00～16：30　地方連盟報告

　15：00  休憩10分

　　　※連盟報告　報告15分+質問のみ5分＝20分（20分×11報告＝220分）

　　　※プレゼンテーション形式の報告ができますので、報告する場合は事前に

　　　　全国連盟にご連絡ください。

　　　※地方連盟報告用文書は9月30日までに全国連盟必着です。

　16：30～16：40　休　憩

　16：40～18：00　特別分科会　（パネルディスカッション）

　　　　　　　　　『労山の自然保護憲章基本構想を考える』

　18：00～19：00　休　憩

　19：00～21：00　夕食交流会

12日（日）

　９：00
分野別分科会

　　　　　・入山規制と入山料を考える

　　　　　・ふるさとの山とクリーンハイク及びトイレ問題

　　　　　・ツアー登山とオーバーユース及びローインパクト登山

　　　　　・自然保護運動と脱ダム宣言、公共事業

　　　　　・森林破壊と酸性雨問題

　　　　　・日本の山岳自然保護運動と地球温暖化問題

　11：30
　　　全体会

　11：45
　　　閉会

　13：00
　　　オプショナルツアー出発

参加費（オプショナルツアーについては別途納入）

全日程参加
   \15,000.-
交流会費含む

日帰り参加
\1,500.-
１日のみ\1,000.-　交流会\6,000.-

　　　　　※各地の自慢の地酒を是非、お持ちより下さい。大歓迎します。

申込方法

　別紙の申込書にて下記へFaxか郵送でお申し込み下さい。入金が確認されて受け付け完了となります。宿泊の手配など一切を下記へ委託してあります。

京都府連盟では直接参加申し込みは受付しませんので、必ず下記へ申し込みをお願いします。
申し込み締め切り　９月27日　厳守
秋の京都は観光シーズンで、ホテル等宿泊施設はどこも一杯です。締め切り日を過ぎて申し込まれても宿泊の手配は致しかねますのでご了承下さい。なお宿泊人数には限りがあります。締め切り日前でも満室になり次第宿泊参加を締め切らせて頂きますのでご了承下さい。

部屋割り（シングル、ツイン、トリプル）については当方に一任下さい。

申し込み締め切り以後の宿泊キャンセルは以下のキャンセル料を頂きます。

　10/3まで＝\2.000、10/9まで＝\3,000、10/10まで＝\4,000-　当日＝全額

申込先　〒604-0026　京都市中京区衣棚通二条下ﾙ

セントラルツーリスト㈱　担当　原　　Tel075-222-0701　Fax075-222-0705

参加費振込先

三井住友銀行　京都支店　当座227021　セントラルツーリスト㈱
～オプショナルツアー～

１コース（大文字山）

10/12　集会終了後地下鉄・市バスを乗り継ぎ、銀閣寺へ

銀閣寺～大文字山～法然院

費用
　交通費実費

２コース（芦生の大杉）

10/12　集会終了後マイクロバスにて芦生山の家へ

　山の家にて揚水発電所計画があったことや、守り生かす会の活動などにつ

　いて話をしてもらう。山の家泊

10/13　トロッコ道を灰野へ、芦生の大杉見学後、佐々里峠から京都駅へ。

　　　　　15時か16時に京都駅帰着予定

費用
約\14,000.-（往復バス代、宿泊費２食弁当付き）

定員
25名

